
議 事 録

会 議 名 令和５年第４回新城警察署協議会（定例会）

令和５年11月８日（水）
午後１時30分から午後３時20分までの間

日 時 ・ 場 所

新城警察署講堂

１ 委員
夏目 聡 会長 加藤 久美子 副会長
上田 寿彦 委員 西郷 三和子 委員
原田 真弓 委員 小長井 直樹 委員

以上６名（定数８名）
出 席 者

２ 警察署員
藤森 署長 井上 副署長 桑高 警務課長
源馬 会計課長 市川 地域課長 石原 刑事課長
大脇 交通課長 石﨑 警備課長

以上８名

３ 有識者等 なし

諮 問 事 項 等 新城警察署山岳救助隊の活動について

山岳遭難防止に関する効果的な広報啓発活動の実施

答申等の概要

そ の 他 次回開催予定 令和６年２月上旬
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会議の経過及び発言の要旨

記録者 警 務 係 長

１ 会長挨拶

２ 署長挨拶

３ 各種報告

(1) 管内の犯罪発生状況（警務課長）

(2) 管内の交通事故発生状況（交通課長）

４ 前回の答申に対する推進状況（警備課長）

(1) 諮問事項

新城警察署における風水害対策の推進について

(2) 答申事項

実際の風水害を想定した警察職員に対する教養訓練の実施

（3）推進施策

ア 教養

大雨による東三河地方の被害実態を撮影した映像資料等を基に、道路

が冠水した場合の危険箇所や車両使用時の留意点や線状降水帯による大

雨災害等風水害への対策の重要性を周知した。また、雨量や河川水位に

よる事前の車両通行止め（雨量による通行規制等）や信号滅灯時の対応

要領と措置、装備資機材の使用方法について教養した。

さらに、管内の浸水被害を想定した洪水ハサードマップを用いて、浸

水の区域や浸水の深さについて説明し、通行止め等交通規制や迂回措置

の円滑な実施について教養し、対応能力の向上を図った。

イ 訓練

(ｱ) 警察庁指定広域技能指導官を講師に招き、水難救助に必要な装備資
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会議の経過及び発言の要旨

記録者 警 務 係 長

機材の活用方法、冠水した車両からの救助方法等の指導教養訓練を受

け水難救助の能力向上を図った。

また、救助技能の習熟を図るため、豊川（一級河川）で、大雨によ

る冠水被害を想定し、ゴムボート等用いた救助訓練を実施した。

(ｲ) 洪水等で孤立した住民がいるとの想定に基づき、警察航空隊と連携

し、ヘリコプターを活用した救助訓練を実施した。

(ｳ) 行方不明者・死者等が多数発生した想定に基づき、対応手順等の確

認と災害時に使用する装備資機材の取扱い訓練と点検整備を実施した。

(ｴ) 関係機関との連携強化のため、市役所と大雨災害を想定して被害状

況等の情報を共有する訓練を実施した。

５ 諮問事項

(1) 諮問事項

新城警察署山岳救助隊の活動について

(2) 諮問事項の設定理由（地域課長）

新城署管内では、準備や経験不足の登山者による遭難事故が度々発生し

ており、山岳救助隊が救助活動に当たっているが、山岳救助隊員は平素、

犯罪の抑止や交通事故の防止活動に従事している駐在所勤務員等で編成し

ており、活動に限界がある。山岳救助件数を減少させるためには、効果的

な山岳遭難事故防止の広報やパトロール活動を推進する必要があると考え

諮問事項に設定した。

６ 協議

委員 ・ テレビ等で度々山岳遭難事故が報道されているが、見ていると
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会議の経過及び発言の要旨

記録者 警 務 係 長

登山を甘く見ていると感じる。車の運転と同様に注意する意識を

高く持てば事故には遭遇しないと思う。

委員 ・ 富士山を登山する映像を見ても、サンダル履きや半袖等の軽装

で登山する姿があり、非常識な若者などによる事故が心配である。

委員 ・ 山に限らず川でも都会の方が遊びに来ていて思うことは、中州

で夕方まで遊ぶなど、増水や夜間が危険なことを知らないと思う。

委員 ・ インターネットの情報を見て気軽に山に来ているが、犬を連れ

ての散歩気分や赤ちゃんを抱いて山に登るなど、危険を知らない

ことが一番怖い。注意喚起の呼びかけと周知が重要だと思う。

委員 ・ 遭難者の大半は、救助された後に「こんなつもりではなかった

と。」と言うと聞き、安全に対する認識が甘いと思う。

委員 ・ 警察の山岳救助隊は、静岡県や長野県など標高の高い山を管轄

する警察署にあると思っていた。愛知県警察に山岳救助隊がある

ことを知り驚いた。

委員 ・ 山岳救助は、消防署のレスキュー隊も出動していると聞いたが

警察と消防のすみ分けはあるのか。

警察 ・ 救助要請等の通報があれば警察は出動する。道迷いは警察が対

応しており、けが人等負傷者の救護は消防も出動して、互いに連

携して救助に当たっている。

新城署管内以外では、けが等なく負傷者がいなければ消防は出

動しないと聞いているが、新城市では相互に連携を図り協力して

活動している。
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会議の経過及び発言の要旨

記録者 警 務 係 長

委員 ・ 本格的な登山者は、万が一の遭難等に備えて自分の身を守るた

め、登山届の提出や食料、水など事前準備を整えていると思う。

委員 ・ 登山届はどこに提出、届け出るのか。

警察 ・ 登山道の入り口や観光案内所、そのほか警察署宛てに郵送や電

話で届出をする人もいる。また、登山関係のアプリケーションを

使用しての届出も可能である。

委員 ・ 昨年の山岳救助隊が出動した遭難事故等のうち、登山届を提出

していた方は何人か。

警察 ・ 一人もいません。大半が行楽気分で山登りをする方で、事故等

に遭遇して救助を求めてきます。

委員 ・ 新城警察署で山岳救助隊の訓練を見学したことがあるが実際の

現場は危険であると感じた。登山者の安全意識を高めるためにも

山岳救助活動についてもっとアピールすることも重要だと思う。

委員 ・ 登山シーズンの前には、注意喚起のための各種ホームページを

はじめとしたメディア等での広報が重要だと思う。

委員 ・ 警察署にお願いしたことは、山岳救助は警察の他の仕事と同様

に大変危険が伴う仕事であることは、署長をはじめとした幹部の

方々は十分承知していると思うが、くれぐれも救助に向かわれた

警察官が負傷することのないように配意していただきたい。

７ 答申

山岳遭難防止に関する効果的な広報啓発活動の実施

８ その他
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会議の経過及び発言の要旨

記録者 警 務 係 長

次回の開催予定は、令和６年２月とする。


